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ORCID Outreach Meeting

• Outreach Meetingとは
• ORCID自身の活動の広報

• 仕組みの説明

• 新機能の説明

• ORCID Inc.の活動報告

• ORCIDに関係する機関や関係者による議論や報告
• 活用報告

• 実践報告

• 著者IDや学術に関する情報流通に関する議論や報告

• ORCIDのAPI活用
• ハッカソン



ORCID Outreach Meeting Tokyo

• 欧米以外では初めての開催

• 8回目のOM（年2回）

• 参加者：大学図書館関係者、出版社、図書館システム関係者など、
約100名

• 2014年11月4日 ＠NII







内容
• ORCIDアップデート Laurel Haak (ORCID Inc.)
• なぜORCIDが必要か

• Ed Pentz (CrossRef)
• 武田英明（NII)
• Choon Shil Lee (淑明女子大学校 , Korea)

• ORCIDと研究者識別子
• Jonas Gilbert (Chalmers University of Technology, Sweden)
• 谷藤幹子（NIMS)
• 水野充（JST)
• Choi Seon Heui (KISTI, Korea)

• ORCIDの機関での適用
• Simeon Warner (Cornell Univ. USA)
• Chris Chan (香港浸会大学)
• Hao-Ren Ke (国立台湾師範大学)
• 近藤康久 (日本地球惑星科学連合)











ORCIDを含む識別子の動向

• ORCIDは順調に成長している
• 出版社利用はほぼ定着の方向へ

• 現在は、機関利用の促進を行っている。一部は実施しているが多くはない
• 機関によるオーソリティ付与機能などの拡充

• 学術情報流通は今後ますます識別子とメタデータの重要性が高まる
• 研究者ID: ORCID, ISNI
• 論文、書籍、データ：DOI

• CrossRefとDataCite（とJaLC)はメタデータのLinked Data化
• 研究助成機関： FundRef
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